

























った。また、下層に進むにつれて Frは高くなり、表面から 4 層あたりでは未塗布試料とほぼ一致す
ることがわかった。さらに我々はこの時得られた電子線回折像を 1 次元化することによって試薬未
塗布の試料と試薬を塗布した試料の電子線回折像に差がないか調べた。上層において IPM や MO
を塗布した試料から得られた s≈2.4 nm−1付近の回折ピークの半値幅は試薬未塗布のものよりも広い
ものが多く分布していることがわかった。また、試薬を塗布することにより s≈2.4 nm−1付近の回折
ピークの積分強度と、s≈2.7 nm−1 付近の回折ピークの積分強度の比は低下しており、脂質側方充填
配列構造が変化していることが示唆された。これらのデータを基に経費吸収促進剤の浸透メカニズ
ムについて、多層膜内の流動相状態の領域を側方拡散していくというモデルを提案した。 
